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(57)【要約】
【課題】歯科用ハンドピース使用時にバーを着脱するた
めのプッシュボタンが押圧されることを抑制する。
【解決手段】本発明が適用される歯科用ハンドピースは
、バー１０が装着されるとともに装着されたバー１０を
回転させる歯科用ハンドピースであって、バー１０とと
もに回転可能であり、かつバー１０と掛かり合いバー１
０の着脱を制限する制限位置とバー１０から退避しバー
１０の着脱を可能とする着脱位置との間で移動するバー
ラッチと、装着されたバー１０と交差する向きに配置さ
れバー１０に駆動力を伝達する駆動軸と、駆動軸の外周
に設けられるとともに、駆動軸の外周を回転することに
よりバーラッチを制限位置から着脱位置に移動させるロ
ッキングシース２０１とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端から他端に向けて延びるバーが装着されるとともに装着された当該バーを回転させ
る歯科用ハンドピースであって、
　前記バーとともに回転可能であり、かつ当該バーと掛かり合い当該バーの着脱を制限す
る制限位置と当該バーから退避し当該バーの着脱を可能とする着脱位置との間で移動する
移動部材と、
　装着された前記バーと交差する向きに配置されるとともに、当該バーに駆動力を伝達す
る駆動伝達軸と、
　前記駆動伝達軸の外周に設けられるとともに、当該駆動伝達軸の外周を回転することに
より前記移動部材を前記制限位置から前記着脱位置に移動させる回転体と
を備えることを特徴とする歯科用ハンドピース。
【請求項２】
　装着された前記バーに沿って一端から他端に向けて延びるとともに、当該一端側から挿
入された当該バーの一部を覆いながら当該バーを回転可能に支持する収容部と、
　前記駆動伝達軸の外周を覆うとともに、前記収容部と連結される一端と当該駆動伝達軸
に動力を供給する駆動力供給装置が装着される他端とを有する他の収容部と
を備え、
　前記回転体は、前記他の収容部に設けられることを特徴とする請求項１記載の歯科用ハ
ンドピース。
【請求項３】
　前記駆動伝達軸の外周を覆うとともに、装着された前記バー側に位置する一端から当該
駆動伝達軸に動力を供給する駆動力供給装置が装着される他端に向けて延び、かつ当該一
端と当該他端との間に屈曲部を有する覆い部を備え、
　前記回転体は、前記覆い部において前記屈曲部よりも前記一端側に設けられることを特
徴とする請求項１記載の歯科用ハンドピース。
【請求項４】
　前記移動部材を挟んだ位置に各々設けられる第１挟込部材および第２挟込部材を備え、
　前記第１挟込部材および前記第２挟込部材は、前記回転体の回転にともない互いが接離
する方向に移動しながら、前記移動部材を前記制限位置から前記着脱位置まで押圧する
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項記載の歯科用ハンドピース。
【請求項５】
　一端から他端に向けて延びるバーが装着されるとともに装着された当該バーを回転させ
る歯科用ハンドピースであって、
　装着された前記バーに沿って一端から他端に向けて延びるとともに、当該一端側から挿
入された当該バーの一部を覆いながら当該バーを回転可能に支持する収容部と、
　装着された前記バーと交差する向きに配置されるとともに、当該バーに駆動力を伝達す
る駆動伝達軸と、
　前記駆動伝達軸の外周を覆うとともに、前記収容部と連結される一端と当該駆動伝達軸
に動力を供給する駆動力供給装置が装着される他端とを有する他の収容部と、
　前記収容部に収容され、前記バーとともに回転可能であり、かつ当該バーと掛かり合い
当該バーの着脱を制限する制限位置と当該バーから退避し当該バーの着脱を可能とする着
脱位置との間で移動する移動部材と、
　操作者に操作される被操作部と、
　前記被操作部が操作されることにともない、前記移動部材を前記制限位置から前記着脱
位置まで移動させる着脱部と
を備え、
　前記被操作部は、前記収容部における前記他端側に設けられていない
ことを特徴とする歯科用ハンドピース。
【請求項６】
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　一端から他端に向けて延びるバーが装着されるとともに装着された当該バーを回転させ
る歯科用ハンドピースと、当該歯科用ハンドピースに駆動力を供給する駆動力供給装置と
を備える歯科用切削装置であって、
　前記歯科用ハンドピースは、
　前記バーとともに回転可能であり、かつ当該バーと掛かり合い当該バーの着脱を制限す
る制限位置と当該バーから退避し当該バーの着脱を可能とする着脱位置との間で移動する
移動部材と、
　装着された前記バーと交差する向きに配置されるとともに、当該バーに駆動力を伝達す
る駆動伝達軸と、
　前記駆動伝達軸の外周に設けられるとともに、当該駆動伝達軸の外周を回転することに
より前記移動部材を前記制限位置から前記着脱位置に移動させる回転体と
を備えることを特徴とする歯科用切削装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科用ハンドピースおよび歯科用切削装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、歯科処置工具の係止固定をより確実にする歯科用ハンドピースのチャ
ック装置が開示されている。この歯科用ハンドピースのチャック装置は、基端部に係止溝
を有する歯科処置工具と、該歯科処置工具を受入れるための中央開口部を有する固定ディ
スクと、該固定ディスクの中央開口部の周縁部に載置し、前記歯科処置工具の係止溝と係
合する突出係合部を備える一対のロック部材と、前記歯科処置工具を着脱するため前記一
対のロック部材をそれぞれ異なる支点で各別に回動可能且つ開閉可能に枢着する一対の枢
着部材と、前記一対のロック部材が前記一対の枢軸部材を各別に支点として前記固定ディ
スクの中央開口部に向って回動するように押圧し、該中央開口部に受入れた歯科処置工具
の係止溝と前記各ロック部材の突出係合部とを嵌合・係止させる弾性部材と、前記弾性部
材の押圧力に抗して、対向する前記一対のロック部材を互いに拡開させ、前記歯科処置工
具の係止を解除するプッシュボタンとを備え、前記弾性部材は、前記一対のロック部材と
一体の部材として形成せずに、線状材を一対のロック部材の外周に沿った形状に形成して
なる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３１５２４２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　歯科用ハンドピースにおいて、バーを着脱するためのプッシュボタンを採用すると、歯
科治療の際に、プッシュボタンが口腔内で対合歯などに意図せず押しあてられることがあ
った。その結果、押圧されたプッシュボタンとバーを駆動させる機構との間で摩擦熱を生
じ得た。また、プッシュボタンが強く押圧されると、バーが脱落する可能性も生じ得る。
　本発明の目的は、歯科用ハンドピース使用時にバーを着脱するためのプッシュボタンが
押圧されることを抑制する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる目的のもと、本発明が適用される歯科用ハンドピースは、一端から他端に向けて
延びるバーが装着されるとともに装着された当該バーを回転させる歯科用ハンドピースで
あって、前記バーとともに回転可能であり、かつ当該バーと掛かり合い当該バーの着脱を
制限する制限位置と当該バーから退避し当該バーの着脱を可能とする着脱位置との間で移
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動する移動部材と、装着された前記バーと交差する向きに配置されるとともに、当該バー
に駆動力を伝達する駆動伝達軸と、前記駆動伝達軸の外周に設けられるとともに、当該駆
動伝達軸の外周を回転することにより前記移動部材を前記制限位置から前記着脱位置に移
動させる回転体とを備えることを特徴とする歯科用ハンドピースである。
　ここで、装着された前記バーに沿って一端から他端に向けて延びるとともに、当該一端
側から挿入された当該バーの一部を覆いながら当該バーを回転可能に支持する収容部と、
前記駆動伝達軸の外周を覆うとともに、前記収容部と連結される一端と当該駆動伝達軸に
動力を供給する駆動力供給装置が装着される他端とを有する他の収容部とを備え、前記回
転体は、前記他の収容部に設けられることを特徴とすることができる。この場合、回転体
が治療中に押圧されることが抑制されるようになる。
　また、前記駆動伝達軸の外周を覆うとともに、装着された前記バー側に位置する一端か
ら当該駆動伝達軸に動力を供給する駆動力供給装置が装着される他端に向けて延び、かつ
当該一端と当該他端との間に屈曲部を有する覆い部を備え、前記回転体は、前記覆い部に
おいて前記屈曲部よりも前記一端側に設けられることを特徴とすることができる。この場
合、装着されたバーから回転体までの距離が抑制されるようになる。
　また、前記移動部材を挟んだ位置に各々設けられる第１挟込部材および第２挟込部材を
備え、前記第１挟込部材および前記第２挟込部材は、前記回転体の回転にともない互いが
接離する方向に移動しながら、前記移動部材を前記制限位置から前記着脱位置まで押圧す
ることを特徴とすることができる。この場合、回転体の回転により移動部材の位置を容易
に切り替えられるようになる。
　また、他の観点から捉えると、本発明が適用される歯科用ハンドピースは、一端から他
端に向けて延びるバーが装着されるとともに装着された当該バーを回転させる歯科用ハン
ドピースであって、装着された前記バーに沿って一端から他端に向けて延びるとともに、
当該一端側から挿入された当該バーの一部を覆いながら当該バーを回転可能に支持する収
容部と、装着された前記バーと交差する向きに配置されるとともに、当該バーに駆動力を
伝達する駆動伝達軸と、前記駆動伝達軸の外周を覆うとともに、前記収容部と連結される
一端と当該駆動伝達軸に動力を供給する駆動力供給装置が装着される他端とを有する他の
収容部と、前記収容部に収容され、前記バーとともに回転可能であり、かつ当該バーと掛
かり合い当該バーの着脱を制限する制限位置と当該バーから退避し当該バーの着脱を可能
とする着脱位置との間で移動する移動部材と、操作者に操作される被操作部と、前記被操
作部が操作されることにともない、前記移動部材を前記制限位置から前記着脱位置まで移
動させる着脱部とを備え、前記被操作部は、前記収容部における前記他端側に設けられて
いないことを特徴とする歯科用ハンドピースである。
　また、本発明を歯科用切削装置として捉えた場合、本発明が適用される歯科用切削装置
は、一端から他端に向けて延びるバーが装着されるとともに装着された当該バーを回転さ
せる歯科用ハンドピースと、当該歯科用ハンドピースに駆動力を供給する駆動力供給装置
とを備える歯科用切削装置であって、前記歯科用ハンドピースは、前記バーとともに回転
可能であり、かつ当該バーと掛かり合い当該バーの着脱を制限する制限位置と当該バーか
ら退避し当該バーの着脱を可能とする着脱位置との間で移動する移動部材と、装着された
前記バーと交差する向きに配置されるとともに、当該バーに駆動力を伝達する駆動伝達軸
と、前記駆動伝達軸の外周に設けられるとともに、当該駆動伝達軸の外周を回転すること
により前記移動部材を前記制限位置から前記着脱位置に移動させる回転体とを備えること
を特徴とする歯科用切削装置である。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、歯科用ハンドピース使用時にバーを着脱するためのプッシュボタンが
押圧されることを抑制する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】歯科用切削装置の全体構成図である。
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【図２】（ａ）および（ｂ）は、バーの概略構成図である。
【図３】ハンドピースの概略構成図である。
【図４】回転機構の概略構成図である。
【図５】（ａ）および（ｂ）は、ロータギアの概略構成図である。
【図６】円環ばねの概略構成図である。
【図７】（ａ）乃至（ｃ）は、バーラッチの概略構成図である。
【図８】回転機構の構成部材間の関係を説明する図である。
【図９】（ａ）および（ｂ）は、回転機構の動作を説明する図である。
【図１０】着脱機構の概略構成図である。
【図１１】（ａ）はフロントラッチの概略構成図を示し、（ｂ）はリアラッチの概略構成
図を示す。
【図１２】スクリュー軸の概略構成図を示す。
【図１３】着脱機構の構成部材間の関係を説明する図である。
【図１４】（ａ）および（ｂ）は、フロントラッチ板およびリアラッチ板の動作を説明す
る図である。
【図１５】（ａ）および（ｂ）は、フロントラッチ板およびリアラッチ板の他の動作例を
説明する図である。
【図１６】他の実施形態におけるフロントラッチ板およびリアラッチ板を説明する図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
　＜歯科用切削装置１＞
　図１は、歯科用切削装置１の全体構成図である。
　図１に示すように、本実施形態の歯科用切削装置１は、歯科処置工具であるバー（歯科
用切削器具）１０と、バー１０を装着するハンドピース１００と、ハンドピース１００に
回転駆動力を与えるモータユニット（駆動力供給装置）３００とを有する。また、歯科用
切削装置１は、電線、給水用のチューブ、圧縮空気供給用のチューブが内部に収容され、
電力、水、圧縮空気の供給に用いられる供給管５００と、供給管５００とモータユニット
３００との接続に用いられるコネクタ７００とを有する。
【０００９】
　＜バー１０＞
　図２（ａ）および（ｂ）は、バー１０の概略構成図である。さらに説明をすると、図２
（ａ）はバー１０の側面図を示し、図２（ｂ）は図２（ａ）における矢印ＩＩｂからみた
図である。
　次に、図２（ａ）および（ｂ）を参照しながら、バー１０の概略構成について説明をす
る。
　図２（ａ）および（ｂ）に示すように、バー１０は、一端１１１から他端１１３に向け
て延びる略円柱状の部材である。バー１０は、一端１１１側の外周面に歯牙などを切削す
る切削刃１１２を備える。また、バー１０は、他端１１３側の外周面において、バー１０
の軸方向に沿って延びるよう形成された切り欠き面（所謂Ｄカット）１１５と、バー１０
の外周面に形成された環状溝１１７とを備える。
　なお、このバー１０の種類を変更することにより、様々な治療に対応することが可能と
なる。
【００１０】
　＜ハンドピース１００＞
　図３は、ハンドピース１００の概略構成図である。
　次に、図１、図２および図３を参照しながら、ハンドピース１００の概略構成について
説明をする。
　図３に示すように、歯牙の切削、研磨、清掃、インプラント埋入などの施術に利用され
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るハンドピース１００は、バー１０が装着されバー１０とともに回転する回転機構１０３
と、回転機構１０３に作用し回転機構１０３によるバー１０の保持または着脱を可能とす
る着脱機構１０５と、内部に回転機構１０３を収容するケース１０６と、バー１０の先端
周辺を照らす光を案内する光案内管１０７と、これらの構成部材を内部に収容するカバー
１０９とを備える。
　ここで、図１に示すように、このハンドピース１００は、所謂コントラアングル型であ
る。また、このハンドピース１００は、長手方向の中央部に屈曲部１１０を備える構成で
ある。また、ハンドピース１００における先端に位置しバー１０の他端１１３（図２参照
）を収容する部分をヘッド部（収容部）１１６、ヘッド部１１６から延び駆動軸２０９（
後述）を収容する部分を本体部（他の収容部、覆い部）１１８とする。
【００１１】
　＜回転機構１０３＞
　図４は、回転機構１０３の概略構成図である。
　次に、図２、図３および図４を参照しながら、回転機構１０３の概略構成について説明
をする。
　回転機構１０３は、バー１０の他端１１３側が内部に挿入されるロータギア１３１と、
ロータギア１３１の外周に設けられる円環ばね１３５と、バー１０の他端１１３に対して
進退可能に設けられるバーラッチ１３７と、ロータギア１３１の外周に設けられロータギ
ア１３１を回転可能に支持する第１ベアリング１３８および第２ベアリング１３９とを備
える。
【００１２】
　ここで、詳細は後述するが、バー１０の他端１１３は、ロータギア１３１の内部から、
ロータギア１３１の貫通孔１４１（後述）およびバーラッチ１３７の貫通孔１７１（後述
）を貫通し突出した状態でロータギア１３１に対して装着（固定）される。なお、以下で
は、ロータギア１３１に装着されたバー１０を基準として、バー１０の軸方向をバー軸方
向、バー１０の径方向をバー径方向、バー１０の周方向をバー周方向とすることがある。
　また、回転機構１０３において、第１ベアリング１３８および第２ベアリング１３９に
よって支持されるロータギア１３１は、円環ばね１３５、バーラッチ１３７およびバー１
０とともに回転する（矢印Ａ参照）。また、バーラッチ１３７は、バー径方向に沿って移
動可能である（矢印Ｂ参照）。
【００１３】
　＜ロータギア１３１＞
　図５（ａ）および（ｂ）は、ロータギア１３１の概略構成図である。さらに説明をする
と、図５（ａ）はロータギア１３１の斜視図を示し、図５（ｂ）は図５（ａ）における矢
印Ｖｂからみた図である。
　次に、図３、図４および図５（ａ）および（ｂ）を参照しながら、ロータギア１３１の
概略構成について説明をする。
【００１４】
　図５（ａ）および（ｂ）に示すロータギア１３１は、カバー１０９（図３参照）内に収
容され、バー１０（図３参照）とともに回転（共回り）する部材である。
　このロータギア１３１は、一端１３３から他端１３４に向けて延びる略円筒状（筒状）
の本体１３０を備える。また、ロータギア１３１は、本体１３０の一端１３３側の外周に
設けられるギア１３６と、本体１３０の他端１３４側の外周に設けられ第２ベアリング１
３９が嵌めこまれるフランジ１４２と、略円筒状の本体１３０の他端１３４を覆う覆い部
１４０と、本体１３０の他端１３４において本体１３０の中心軸を挟んで設けられるガイ
ド１４５，１４７とを備える。また、ロータギア１３１は、本体１３０の他端１３４側で
本体１３０の外周に設けられる環状溝１５７と、環状溝１５７の周方向の一部において環
状溝１５７の内部から本体１３０の他端１３４に向けて延びる切り欠き１５９と、覆い部
１４０の外面上で本体１３０の周方向に沿って設けられるスリーブ１６１とを備える。
【００１５】
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　ここで、覆い部１４０は、バー１０の他端１１３が挿入される形状である貫通孔１４１
を備える。この貫通孔１４１の内周面は、バー１０が挿入された際にバー１０の切り欠き
面１１５に沿って配置される（受ける）平坦面である受け部１４３を備える。
　また、ガイド１４５，１４７は、互いに対峙する端面１５１，１５５において、本体１
３０の径方向に沿って形成され、バーラッチ１３７の移動を案内するスライド溝１４９，
１５３を備える。なお、図示の例においては、ガイド１４５，１４７は互いに離間し、貫
通孔１４１を覆わない（開放する）位置に配置される。このことにより、例えば貫通孔１
４１の形成が容易になるなどロータギア１３１の製造工程が簡略化される。
【００１６】
　＜円環ばね１３５＞
　図６は、円環ばね１３５の概略構成図である。
　次に、図５および図６を参照しながら、円環ばね１３５の概略構成について説明をする
。
　図６に示すように、円環ばね１３５は、一端１９１から他端１９３に向けて湾曲して延
び、略円環状に形成された本体１９０を備える。また、本体１９０の他端１９３は、折り
曲げられ、略円環状に形成された本体１９０の中心軸方向に沿って延びる。この他端１９
３は、本体１９０が弾性変形することに伴い、本体１９０の径方向において移動可能であ
る（矢印Ｆ参照）。
【００１７】
　＜バーラッチ１３７＞
　図７（ａ）乃至（ｃ）は、バーラッチ１３７の概略構成図である。さらに説明をすると
、図７（ａ）はバーラッチ１３７の斜視図を示し、図７（ｂ）は図７（ａ）における紙面
奥側から紙面手前側に向かう向きでみたバーラッチ１３７の斜視図であり、図７（ｃ）は
図７（ａ）における矢印ＶＩＩｃ側からみた上面図である。
　次に、図３、図４および図７（ａ）乃至（ｃ）を参照しながら、バーラッチ１３７の概
略構成について説明をする。
【００１８】
　図７に示すバーラッチ（移動部材）１３７は、カバー１０９（図３参照）内に収容され
、バー１０（図３参照）とともに回転（共回り）する部材である。
　このバーラッチ１３７は、略円板状の本体１７０を備える。また、バーラッチ１３７は
、本体１７０の板面１７８，１８４の中央部に、バー１０の他端１１３が挿入される形状
である貫通孔１７１を備える。また、バーラッチ１３７は、本体１７０の外周側面に各々
平坦面で構成される被ガイド面１７３，１７５を備える。なお、この被ガイド面１７３，
１７５は、本体１７０の貫通孔１７１を挟んで対峙する位置に設けられるとともに、互い
の面が平行である。
【００１９】
　また、バーラッチ１３７は、本体１７０の周方向における被ガイド面１７３，１７５の
間に切り欠き１７７を備え、この切り欠き１７７と本体１７０の貫通孔１７１を挟んで対
峙する位置に本体１７０の一方の板面１７８から突出する突出部１７９を備える。なお、
この突出部１７９は、本体１７０の周方向に沿う外周面１８１と、被ガイド面１７３，１
７５にそれぞれ沿う平坦面１８２，１８３を備える。図７（ｃ）に示すように、外周面１
８１は、本体１７０と同心の円弧状の面（湾曲面）であり、本体１７０よりも径方向外側
に突出する。
【００２０】
　また、バーラッチ１３７は、本体１７０の他方の板面１８４側に、貫通孔１７１の外周
に沿って設けられる円筒状（筒状）のスリーブ（突起）１８５を備える。
　なお、貫通孔１７１を形成する内周面において切り欠き１７７に近接する部分を係止部
１８７とする。詳細は後述するが、この係止部１８７は、貫通孔１７１内に挿入されたバ
ー１０の環状溝１１７に進入する部分である。
【００２１】
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　＜回転機構１０３の構成部材間の関係＞
　図８は、回転機構１０３の構成部材間の関係を説明する図である。
　次に、図４および図８を参照しながら、回転機構１０３の構成部材間の関係、さらに説
明をすると、ロータギア１３１、円環ばね１３５およびバーラッチ１３７の関係について
説明をする。
【００２２】
　まず、図８に示すように、バーラッチ１３７は、ロータギア１３１のガイド１４５，１
４７間に配置される。このとき、ガイド１４５，１４７のスライド溝１４９，１５３内に
、バーラッチ１３７の被ガイド面１７３，１７５がそれぞれ進入している状態となる。そ
して、バーラッチ１３７は、スライド溝１４９，１５３に沿ってスライドしながら、バー
径方向に移動可能となる（矢印Ｂ参照）。また、ロータギア１３１の貫通孔１４１および
バーラッチ１３７の貫通孔１７１は、各々の開口領域が互いに重なる位置に配置される。
さらに、ロータギア１３１の切り欠き１５９、およびバーラッチ１３７の切り欠き１７７
は、バー周方向において互いに重なる位置に配置される。
【００２３】
　また、ロータギア１３１の環状溝１５７（図４参照）には、円環ばね１３５の本体１９
０が嵌めこまれる。そして、本体１９０の他端１９３は、ロータギア１３１の切り欠き１
５９、およびバーラッチ１３７の切り欠き１７７内に配置される。このことにより、円環
ばね１３５は、切り欠き１７７を介して、バーラッチ１３７をバー径方向の一方側（図８
における右側）に向けて付勢する。なお、円環ばね１３５がバーラッチ１３７を付勢する
ことにより、バーラッチ１３７がバー径方向の他方側（図８における左側）に抜ける（外
れる）ことが抑制される。
【００２４】
　また、バーラッチ１３７がバー径方向の一方側（図８における右側）が所定位置まで移
動すると、バーラッチ１３７のスリーブ１８５が、ロータギア１３１のスリーブ１６１に
突き当たる。このことにより、バーラッチ１３７がバー径方向の一方側に抜けることが抑
制される。
【００２５】
　また、図８に示すように、外力を受けていない回転機構１０３においては、円環ばね１
３５により付勢されることにより、バーラッチ１３７の係止部１８７がロータギア１３１
の貫通孔１４１よりもバー径方向内側に位置し、かつバーラッチ１３７の突出部１７９側
がロータギア１３１よりもバー径方向外側に位置する（突出する）。
【００２６】
　＜回転機構１０３の動作＞
　図９（ａ）および（ｂ）は、回転機構１０３の動作を説明する図である。さらに説明を
すると、図９（ａ）はバー１０をロックした状態の回転機構１０３を示し、図９（ｂ）は
バー１０のロックを解除した状態の回転機構１０３を示す。
　次に、図２（ａ）、図４、図５、図９（ａ）および（ｂ）を参照しながら、回転機構１
０３の動作を説明する。
【００２７】
　まず、図２（ａ）、図４、図５および図９（ａ）を参照しながら、回転機構１０３がバ
ー１０をロックした状態について説明をする。
　図９（ａ）に示すように、ロータギア１３１の貫通孔１４１およびバーラッチ１３７の
貫通孔１７１内に、バー１０の他端１１３（図２（ａ）参照）が挿入される。このとき、
受け部１４３がバー１０の切り欠き面１１５を受けることでバー周方向においてロータギ
ア１３１に対するバー１０の位置がずれることが抑制される。
【００２８】
　また、円環ばね１３５の付勢力を受けたバーラッチ１３７の係止部１８７が、バー１０
の環状溝１１７（図２（ａ）参照）内に進入する。このことにより、バー軸方向（図９（
ａ）における紙面奥行方向）においてバーラッチ１３７に対するバー１０の位置がずれる
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ことが抑制される。
　このことにより、バー１０が回転機構１０３に固定（ロック）された状態となる。この
ロックされた状態において、ロータギア１３１がギア１３６（図５参照）を介して駆動力
を受けると、バー１０および回転機構１０３が一体となって回転する。
　なお、以下において、図９（ａ）に示すように、円環ばね１３５に押圧されたバーラッ
チ１３７が径方向外側へと突出し、バー１０を係止した状態（バー１０を保持した状態）
をロック状態とすることがある。なお、ロック状態のバーラッチ１３７の位置は、制限位
置の一例である。
【００２９】
　次に、図２（ａ）および図９（ｂ）を参照しながら、回転機構１０３がバー１０のロッ
クを解除した状態について説明をする。
　図９（ｂ）に示すように、円環ばね１３５の付勢力に抗して外力を受けたバーラッチ１
３７が、突出部１７９が径方向内側に移動する向きに移動すると、バーラッチ１３７の係
止部１８７が、バー１０の環状溝１１７（図２（ａ）参照）から退避する。このことによ
り、バー軸方向におけるバー１０の移動が可能となる、すなわち、バー１０のロックが解
除され、バー１０の着脱が可能となる。なお、詳細は後述するが、バーラッチ１３７は、
突出部１７９が着脱機構１０５（図３参照）によって押圧される（外力を受ける）ことに
より、円環ばね１３５の付勢力に抗して移動する。
　また、以下において、図９（ｂ）に示すように、バーラッチ１３７の突出部１７９が径
方向内側へと押圧され、バー１０の係止を解除した状態（バー１０を外す状態）を、解除
状態とすることがある。なお、解除状態のバーラッチ１３７の位置は、着脱位置の一例で
ある。
【００３０】
　＜着脱機構１０５＞
　図１０は、着脱機構１０５の概略構成図である。
　次に、図１、図３、図４および図１０を参照しながら、着脱機構１０５の概略構成につ
いて説明をする。
　図１０に示すように、着脱機構１０５は、バー１０着脱の際にユーザ（施術者）が回転
操作するロッキングシース２０１と、回転機構１０３のバーラッチ１３７を間に挟み込む
フロントラッチ２０３（後述）およびリアラッチ２０５（後述）と、ロッキングシース２
０１の回転力を受けて回転しながらフロントラッチ２０３およびリアラッチ２０５を移動
させるスクリュー軸２０７（後述）とを備える。
【００３１】
　また、着脱機構１０５は、フロントラッチ板２１７（後述）、リアラッチ板２５７（後
述）の先端を保持する保持部材２０８（図３参照）と、スクリュー軸２０７の内部に設け
られ駆動モータ（不図示）の駆動力をロータギア１３１へ伝達する駆動軸（駆動伝達軸）
２０９とを備える。なお、図示の例においては、着脱機構１０５は、スクリュー軸２０７
の外周であって駆動軸２０９の外周には支持管２０６を備える。
【００３２】
　ここで、ロッキングシース（回転体、被操作部）２０１は、ハンドピース１００の外周
面に露出して設けられる円環状部材である。図示の例におけるロッキングシース２０１は
、本体部１１８において屈曲部１１０よりもバー１０側（図１参照）に配置される。なお
、ロッキングシース２０１がバー１０側に近いほど、フロントラッチ板２１７およびリア
ラッチ板２５７の長さが短くなる。
　また、ロッキングシース２０１は、駆動軸２０９の周囲を回転可能（矢印Ｃ参照）に設
けられる。さらにこのロッキングシース２０１には、スクリュー軸２０７が固定される。
詳細は後述するが、ロッキングシース２０１は、ユーザに操作される（捩じられる）こと
により、スクリュー軸２０７とともに回転する。そして、このスクリュー軸２０７の回転
にともない、フロントラッチ２０３およびリアラッチ２０５が、スクリュー軸２０７（駆
動軸２０９）の軸方向に沿って各々移動する（矢印Ｄ、Ｅ参照）。
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　なお、このロッキングシース２０１は、スプリングなどの付勢部材（不図示）により駆
動軸２０９の周方向における一方に向けて付勢されてもよい。
【００３３】
　保持部材２０８（図３参照）は、フロントラッチ板２１７（後述）およびリアラッチ板
２５７（後述）の先端を覆うように設けられる部材であり、バーラッチ１３７と対峙する
領域に貫通孔を備える（図３参照）。この保持部材２０８は、フロントラッチ板２１７お
よびリアラッチ板２５７の振動あるいは変形を抑制する。
　駆動軸２０９は、回転機構１０３側（図３参照）の端部にギア１３６（図５参照）と噛
み合うギア（不図示）を有する。この駆動軸２０９が回転することにより、ギア１３６を
介して、ロータギア１３１（回転機構１０３）に駆動力が伝達される。なお、図示の例の
駆動軸２０９は、支持管２０６によって外部が覆われるとともに回転可能に支持される。
【００３４】
　なお、駆動軸２０９の軸方向と、バー軸方向とは、互いに交差（直交）する方向である
。
　また、以下では、駆動軸２０９の軸方向を駆動軸方向、駆動軸２０９の径方向を駆動軸
径方向、駆動軸２０９の周方向を駆動軸周方向とすることがある。
【００３５】
　＜フロントラッチ２０３およびリアラッチ２０５＞
　図１１（ａ）はフロントラッチ２０３の概略構成図を示し、（ｂ）はリアラッチ２０５
の概略構成図を示す。
　次に、図１０、図１１（ａ）および（ｂ）を参照しながら、フロントラッチ２０３およ
びリアラッチ２０５の構成について説明をする。
　まず、図１１（ａ）に示すように、フロントラッチ２０３は、スクリュー軸２０７（図
１０参照）の外周に設けられる環状部２１０と、環状部２１０に一端が固定された略長方
形の板状部材であるフロントラッチ板（第２挟込部材、着脱部）２１７とを備える。
【００３６】
　ここで、環状部２１０は、内周面２１１から外周面２１２へ貫通する貫通孔２１４，２
１６を、環状部２１０の中心を挟んで対向する位置に複数（２つ）備える。また、環状部
２１０は、貫通孔２１４，２１６内にそれぞれ配置されるボール２１３，２１５を備える
。なお、これらのボール２１３，２１５は、環状部２１０の内周面２１１および外周面２
１２から突出するように配置される。
　また、フロントラッチ板２１７は、フロントラッチ板２１７の長手方向に沿って設けら
れた長孔２１８を備える。この長孔２１８は、幅ｄｆの寸法で形成される。また、この長
孔２１８におけるフロントラッチ板２１７の先端側の内周面には、各々平坦な面で形成さ
れた第１面２１９、第２面２２１、第３面２２３を備える。図示の例においては、これら
第１面２１９、第２面２２１、第３面２２３は、正六角形における隣接する３辺を構成す
る。
【００３７】
　次に、図１１（ｂ）に示すように、リアラッチ２０５は、スクリュー軸２０７（図１０
参照）の外周に設けられる環状部２３０と、環状部２３０に一端が固定された略長方形の
板状部材であるリアラッチ板（第１挟込部材、着脱部）２５７とを備える。
　環状部２３０は、内周面２３１から外周面２３２へ貫通する貫通孔２３４，２３６を、
環状部２３０の中心を挟んで対向する位置に複数（２つ）備える。また、環状部２３０は
、貫通孔２３４，２３６内にそれぞれ配置されるボール２３３，２３５を備える。なお、
これらのボール２３３，２３５は、環状部２３０の内周面２３１および外周面２３２から
突出するように配置される。
【００３８】
　また、リアラッチ板２５７は、幅ｄｒの寸法で形成される。この幅ｄｒは、フロントラ
ッチ２０３の長孔２１８の幅ｄｆと略同一の寸法である。ここでの略同一の寸法とは、リ
アラッチ板２５７がフロントラッチ２０３の長孔２１８内に配置された状態で、長孔２１
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８の幅方向におけるリアラッチ板２５７の移動を制限しつつ、長孔２１８の長手方向にお
けるリアラッチ板２５７の移動を許容する寸法である。
【００３９】
　また、リアラッチ板２５７は、リアラッチ板２５７の先端に切り欠き２５８を備える。
この切り欠き２５８は、各々平坦な面で形成された第４面２５９、第５面２６１、第６面
２６３を備える。図示の例においては、これら第４面２５９、第５面２６１、第６面２６
３は、正六角形における隣接する３辺を構成する。さらに説明をすると、フロントラッチ
板２１７の第１面２１９～第３面２２３と、リアラッチ板２５７の第４面２５９～第６面
２６３とが合わさることによって、正六角形が形成される。
　なお、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７は、例えば０．２ｍｍ～２ｍ
ｍ程度の厚みである。フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７の厚みを抑制す
ることにより、ハンドピース１００の本体部１１８（図１参照）における駆動軸径方向の
寸法が抑制される。
【００４０】
　＜スクリュー軸２０７＞
　図１２は、スクリュー軸２０７の概略構成図を示す。
　次に、図１１（ａ）、（ｂ）、および図１２を参照しながら、スクリュー軸２０７の構
成について説明をする。
　図１２に示すように、スクリュー軸２０７は、一端２７１から他端２７３に向けて延び
る円筒状（筒状）部材である本体２７０を備える。また、スクリュー軸２０７は、本体２
７０の外周面の一部に、ロッキングシース２０１（図１０参照）と係止する切り欠き面２
７５を備える。さらに、スクリュー軸２０７は、本体２７０の外周面に螺旋状に設けられ
た第１螺旋溝２７７および第２螺旋溝２７９を備える。さらにまた、図１２においては図
示されないが、スクリュー軸２０７は、図１２における紙面裏面側において、本体２７０
の外周面に螺旋状に設けられた第３螺旋溝２８１（図１３参照）および第４螺旋溝（不図
示）を備える。
【００４１】
　ここで、第１螺旋溝２７７～第４螺旋溝（不図示）は、各々の長手方向と交差する方向
（幅方向）における断面がフロントラッチ２０３のボール２１３，２１５およびリアラッ
チ２０５のボール２３３，２３５に沿う湾曲した形状を備える。また、第１螺旋溝２７７
～第４螺旋溝（不図示）は、幅方向におけるボール２１３，２１５，２３３，２３５の移
動を制限し、長手方向におけるボール２１３，２１５，２３３，２３５の移動を許容する
寸法である。
【００４２】
　ここで、図１２に示すように、第１螺旋溝２７７および第２螺旋溝２７９は、本体２７
０の軸方向において異なる位置に設けられるとともに、各々の旋回向きが反対である。こ
のことにより、本体２７０の周方向における位置に応じて、本体２７０の軸方向における
第１螺旋溝２７７および第２螺旋溝２７９間の距離が変化する。
　また、同様に、第３螺旋溝２８１および第４螺旋溝（不図示）も、本体２７０の軸方向
において異なる位置に設けられるとともに、各々の旋回向きが反対である。このことによ
り、本体２７０の周方向における位置に応じて、本体２７０の軸方向における第３螺旋溝
２８１および第４螺旋溝（不図示）間の距離が変化する。
【００４３】
　また、第１螺旋溝２７７および第４螺旋溝（不図示）は旋回向きが一致する。同様に、
第２螺旋溝２７９および第３螺旋溝２８１は旋回向きが一致する。
　さらに、第１螺旋溝２７７および第２螺旋溝２７９は、本体２７０の中心を挟んで第３
螺旋溝２８１および第４螺旋溝（不図示）と対向する位置（反対の位置）に設けられる。
なお、これらが互いに本体２７０の中心を挟んで両側に形成されることで、フロントラッ
チ２０３およびリアラッチ２０５の駆動軸方向の動作がより安定する。
【００４４】
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　＜着脱機構１０５の構成部材間の関係＞
　図１３は、着脱機構１０５の構成部材間の関係を説明する図である。さらに説明をする
と、図１３は、図３におけるＸＩＩＩ―ＸＩＩＩにおける断面図である。
　次に、図３、図１０、図１１（ａ）、および図１３を参照しながら、着脱機構１０５の
構成部材間の関係、さらに説明をすると、フロントラッチ２０３、リアラッチ２０５、お
よびスクリュー軸２０７の関係について説明をする。
【００４５】
　まず、上記では説明を省略したが、図１３に示すようにカバー１０９は、その内周面に
、内周溝２８３，２８５を備える。これらの内周溝２８３，２８５は、各々長手方向が駆
動軸方向に沿い（図３参照）、かつ長手方向と交差する方向（幅方向）における断面がボ
ール２３３，２３５に沿うよう湾曲した面を備える。この内周溝２８３，２８５は、内周
溝２８３，２８５内において、駆動軸周方向にボール２３３，２３５が移動することを制
限しつつ、駆動軸方向にボール２３３，２３５が移動することを許容する寸法である。
【００４６】
　そして、この内周溝２８３，２８５は、リアラッチ２０５における環状部２１０の外周
面２３２から突出したボール２３３，２３５を受けるよう配置される。このことにより、
リアラッチ２０５のボール２３３，２３５は、駆動軸周方向における位置を固定され、駆
動軸方向における位置を固定されない状態となる。
【００４７】
　また、スクリュー軸２０７の外周面に設けられた第２螺旋溝２７９および第３螺旋溝２
８１は、リアラッチ２０５における環状部２１０の内周面２３１から突出したボール２３
３，２３５を受けるよう配置される。このことにより、スクリュー軸２０７とリアラッチ
２０５とが連結された状態となる。
【００４８】
　さて、上記のように、ロッキングシース２０１が操作されることにより、スクリュー軸
２０７が駆動軸周方向に回転する（矢印Ｃ参照）。この回転にともない、第２螺旋溝２７
９および第３螺旋溝２８１の各々の長手方向に沿って、ボール２３３，２３５が移動する
。このとき、ボール２３３，２３５は、カバー１０９の内周溝２８３，２８５によって駆
動軸周方向における位置が固定される一方で、駆動軸方向における位置が固定されていな
い状態である。その結果、図１０に示すように、ロッキングシース２０１の回転（矢印Ｃ
参照）によって、駆動軸方向においてボール２３３，２３５が移動する。このことにとも
ない、リアラッチ２０５（リアラッチ板２５７）が、駆動軸方向に沿って移動する（矢印
Ｅ参照）。
【００４９】
　なお、詳細な説明は省略するが、カバー１０９の内周面に設けられた内周溝２８３，２
８５は、フロントラッチ２０３が備えるボール２１３，２１５の外周側を受ける。また、
スクリュー軸２０７の外周面に形成された第１螺旋溝２７７および第４螺旋溝（不図示）
は、ボール２１３，２１５の内周側を受ける。このことにより、ボール２１３，２１５は
、ボール２３３，２３５と同様に、駆動軸周方向における位置が固定され、駆動軸方向に
おいて位置が固定されていない状態となる。そして、図１０に示すように、ロッキングシ
ース２０１の回転（矢印Ｃ参照）によって、フロントラッチ２０３（フロントラッチ板２
１７）が駆動軸方向に沿って移動する（矢印Ｄ参照）。
【００５０】
　ここで、上述のように、第１螺旋溝２７７と第２螺旋溝２７９は、旋回の向きが反対で
ある。また、第３螺旋溝２８１と第４螺旋溝（不図示）も、旋回向きが反対である。この
ことにより、図１０に示すように、ロッキングシース２０１の回転（矢印Ｃ参照）によっ
て、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７の両者が、駆動軸方向に沿って互
いに反対向きに移動する（矢印Ｄ、Ｅ参照）。なお、フロントラッチ板２１７およびリア
ラッチ板２５７の両者が移動することにより、両者がバーラッチ１３７からより確実に離
間する。
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　なお、例えば、ロッキングシース２０１が駆動軸周方向に沿って６０度回転することで
、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７が、駆動軸方向に沿ってそれぞれ１
ｍｍずつ移動する構成が例示される。なお、これらの数値は単なる例示であり、例えばロ
ッキングシース２０１を３０度回転させることでフロントラッチ板２１７およびリアラッ
チ板２５７が１ｍｍずつ移動するなど、他の数値であってももちろんよい。
【００５１】
　＜フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７の動作１＞
　図１４（ａ）および（ｂ）は、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７の動
作を説明する図である。さらに説明をすると、図１４（ａ）はバー１０をロックした状態
におけるフロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７を示し、図１４（ｂ）はバー
１０のロックを解除した状態におけるフロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７
を示す。
　次に、図１０、図１４（ａ）および（ｂ）を参照しながら、フロントラッチ板２１７お
よびリアラッチ板２５７の動作について説明をする。
【００５２】
　まず、図１４（ａ）に示すように、フロントラッチ板２１７の長孔２１８内に、リアラ
ッチ板２５７がスライド可能に配置される。また、フロントラッチ板２１７の内周面（第
１面２１９、第２面２２１、第３面２２３）と、リアラッチ板２５７の先端（第４面２５
９、第５面２６１、第６面２６３）とにより囲まれて空間２８０が形成される。そして、
この空間２８０内に、回転機構１０３（バーラッチ１３７）が配置される。さらに説明を
すると、フロントラッチ板２１７の先端側の内周面とリアラッチ板２５７の先端とが、空
間２８０内に配置されたバー１０の回転軸Ｇを挟んで対峙する。
【００５３】
　付言すると、本実施の形態においては、リアラッチ板２５７は、バー１０に対して駆動
軸２０９側で、長手方向が駆動軸方向に沿うよう配置される。また、フロントラッチ板２
１７は、バー１０を挟んで駆動軸２０９とは反対側に先端を位置させつつ、駆動軸２０９
側に根元は位置させ、かつ長手方向が駆動軸方向に沿うよう配置される。このことにより
、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７のバー径方向における寸法が抑制さ
れる。
【００５４】
　そして、上述のように、ロッキングシース２０１を回転することにともない、フロント
ラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７が互いに反対向きに移動する（矢印Ｄ，Ｅ参照
）。このフロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７の反対向きの移動により、フ
ロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７は、回転機構１０３がバー１０をロック
した状態と、バー１０のロックを解除した状態とを切り替える。なお、フロントラッチ板
２１７およびリアラッチ板２５７の反対向きの移動により、空間２８０の大きさ（駆動軸
方向の長さ）が変化する。
【００５５】
　以下、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７による、回転機構１０３がバ
ー１０をロックした状態とロックを解除した状態についてそれぞれ具体的に説明をする。
　まず、図１４（ａ）は、回転機構１０３がバー１０をロックした状態である。このとき
、例えばロッキングシース２０１には外力（ユーザによる操作力）が加わっていない状態
である。また、フロントラッチ板２１７の内周面およびリアラッチ板２５７の先端が互い
に離間し、空間２８０は広がった状態である。
　そして、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７は、ともに回転機構１０３
のバーラッチ１３７から離間する。このことにより、バーラッチ１３７はフロントラッチ
板２１７およびリアラッチ板２５７から押圧されずに、ロック状態が維持される。
【００５６】
　次に、図１４（ｂ）は、回転機構１０３がバー１０のロックを解除した状態である。こ
のとき、例えばロッキングシース２０１には外力（ユーザによる操作力）が加わって、ロ
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ッキングシース２０１が一方向に回転している状態である。また、フロントラッチ板２１
７の内周面およびリアラッチ板２５７の先端が互いに接近し、空間２８０を狭めた状態で
ある。なお、この状態における空間２８０は、正六角形の形となる。
【００５７】
　そして、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７の少なくとも一方は、回転
機構１０３のバーラッチ１３７と接触した状態である。このことにより、バーラッチ１３
７は、フロントラッチ板２１７あるいはリアラッチ板２５７の少なくとも一方によって押
圧され、解除状態となる。その結果、回転機構１０３がバー１０のロックを解除した状態
となる。なお、図示の例においては、リアラッチ板２５７の第４面２５９によって、バー
ラッチ１３７が押圧されている状態である。
　このように、ユーザがロッキングシース２０１を操作し回転させることにより、フロン
トラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７を駆動軸方向に移動させ、回転機構１０３に
対するバー１０の着脱を可能とする。なお、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板
２５７は、バー１０を保持するバーラッチ１３７に作用することにより、バー１０の保持
と解放とを切り替える構成として捉えることができる。
【００５８】
　＜フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７の動作２＞
　図１５（ａ）および（ｂ）は、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７の他
の動作例を説明する図である。さらに説明をすると、図１５（ａ）はバー１０をロックし
た状態におけるフロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７を示し、図１５（ｂ）
はバー１０のロックを解除した状態におけるフロントラッチ板２１７およびリアラッチ板
２５７を示す。
　次に、図１５（ａ）および（ｂ）を参照しながら、フロントラッチ板２１７およびリア
ラッチ板２５７の他の動作例、具体的には回転機構１０３の停止角度とフロントラッチ板
２１７およびリアラッチ板２５７の動作との関係について説明をする。
【００５９】
　まず、上述のように、回転機構１０３は駆動を受けてバー１０とともに回転する部材で
ある。そして、この回転機構１０３がバー周方向においてどの角度で停止するかは予測が
困難である。したがって、回転機構１０３の停止角度に関わらず、フロントラッチ板２１
７およびリアラッチ板２５７は、回転機構１０３がバー１０をロックした状態およびロッ
クを解除した状態を切り替えることが望まれる。
【００６０】
　ここでは、図１５（ａ）および（ｂ）に示すように、バーラッチ１３７の突出部１７９
が、バー周方向において、駆動軸方向と直交する向き（図中上向き）に停止した場合につ
いて説明をする。
　まず、図１５（ａ）に示すように、回転機構１０３がバー１０をロックした状態におい
ては、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７は、バーラッチ１３７の突出部
１７９から離間する。さらに説明をすると、図示の例においては、突出部１７９に近接す
るフロントラッチ板２１７の第２面２２１およびリアラッチ板２５７の第５面２６１は、
ともに突出部１７９から離間した状態である。
【００６１】
　一方、図１５（ｂ）に示すように、回転機構１０３がバー１０のロックを解除した状態
においては、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７は、バーラッチ１３７の
突出部１７９と接触する。さらに説明をすると、図示の例においては、突出部１７９に近
接するフロントラッチ板２１７の第２面２２１およびリアラッチ板２５７の第５面２６１
が、ともに突出部１７９を押圧する状態である。
【００６２】
　このように、本実施の形態においては、フロントラッチ板２１７の内周面、リアラッチ
板２５７の先端、および突出部１７９それぞれの形状および寸法は、バーラッチ１３７の
突出部１７９が、バー周方向において、駆動軸方向と直交する向きに停止した場合に、フ
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ロントラッチ板２１７の内周面（第２面２２１）およびリアラッチ板２５７の先端（第５
面２６１）の両者によって、突出部１７９をバー径方向内側に押しこみ、解除状態とする
ように定められる。
　なお、フロントラッチ板２１７の第２面２２１およびリアラッチ板２５７の第５面２６
１は、それぞれフロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７が移動する方向である
駆動軸方向に対して交差する面として捉えることができる。
【００６３】
　＜ハンドピース１００の全体形状＞
　次に、再び図１、図２および図１０を参照しながら、本実施の形態におけるハンドピー
ス１００全体の形状について説明をする。
　まず、上述のように、本実施の形態におけるハンドピース１００は、ロッキングシース
２０１を回転させることにともない着脱機構１０５を作動させ、バー１０の着脱を可能と
するものである。言い替えると、ハンドピース１００の本体部１１８に位置する部分であ
るロッキングシース２０１を、バー１０の着脱操作部としたものである。付言すると、本
実施の形態のハンドピース１００においては、ヘッド部１１６にバー１０の着脱操作部は
設けられていない。
【００６４】
　ここで、ハンドピース１００におけるヘッド部１１６と本体部１１８とを比較すると、
ハンドピース１００を歯科治療に使用する状態においては、本体部１１８は、ヘッド部１
１６よりも患者の口腔の外側に位置する。したがって、本実施の形態とは異なりヘッド部
１１６に着脱操作部を備える構成と比較して、本実施の形態のハンドピース１００におい
ては、着脱操作部であるロッキングシース２０１が、意図せずに患者の口腔内で押圧され
ることが抑制される。
【００６５】
　さてここで、従来技術としては、バー１０の着脱操作部をヘッド部１１６に設けるもの
が存在する。さらに説明すると、この従来技術における着脱操作部は、例えばバー１０を
着脱する際に押圧されるプッシュボタン（不図示）である。また、このプッシュボタンは
、ヘッド部１１６のバー１０が挿入される側とは反対側の面１１９に設けられる。そして
、このプッシュボタンは、歯科治療に使用する状態においては、治療している歯とかみ合
う側の歯（対合歯）や頬粘膜（頬の内側）により押圧され得る。
【００６６】
　一方で、本実施の形態のハンドピース１００は、図１に示すように、ヘッド部１１６の
バー１０とは反対側の面１１９にプッシュボタンを備えない。したがって、歯科治療中に
、意図せずに患者の口腔内で押圧されることが抑制される。また、本実施の形態のハンド
ピース１００においては、バー１０の一端１１１から面１１９までのバー軸方向の寸法が
抑制される。
　なお、図１に示すように、本実施の形態におけるハンドピース１００の面１１９は、平
坦な面である。また、面１１９は、滑らかに連続する面であれば、平面あるいは湾曲面で
あってもよい。
【００６７】
　＜他の実施の形態＞
　図１６は、他の実施形態におけるフロントラッチ板４０３およびリアラッチ板４０５を
説明する図である。
　次に、図１６を参照しながら、他の実施形態におけるフロントラッチ板４０３およびリ
アラッチ板４０５を説明する。
　上述の実施の形態においては、フロントラッチ板２１７の内周面（第１面２１９、第２
面２２１、第３面２２３）と、リアラッチ板２５７の先端（第４面２５９、第５面２６１
、第６面２６３）によって、正六角形を形成する構成について説明したが、これに限定さ
れない。例えば、三角形、四角形、五角形、七角形などの多角形や楕円形など他の形状で
もよい。
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【００６８】
　さらに説明をすると、図１６に示すように、フロントラッチ板４０３の内周面およびリ
アラッチ板４０５の先端がそれぞれ半円形状を有し、合わさることで１つの円形を形成す
る構成でもよい。
　ここで、フロントラッチ板４０３は、フロントラッチ板４０３の長手方向に沿って設け
られた長孔４１０を備える。この長孔４１０におけるフロントラッチ板４０３の先端側の
内周面には、半円形状の切り欠き４１１を備える。また、フロントラッチ板４０３は、長
孔４１０における切り欠き４１１と連続する部分に角部４１３を備える。
　また、リアラッチ板４０５は、リアラッチ板４０５の先端に半円形状の切り欠き４２１
を備える。また、リアラッチ板４０５は、リアラッチ板４０５の先端に切り欠き４２１と
連続する部分に角部４２３を備える。
【００６９】
　さて、図１６に示すように、突出部１７９における外周面１８１のバー周方向における
両端１８０，１８６よりも、フロントラッチ板４０３の角部４１３およびリアラッチ板４
０５の角部４２３がバー径方向外側に配置されている。
　このことにより、図１６に示すように、バーラッチ１３７の突出部１７９が、バー周方
向において、駆動軸方向と直交する向き（図中上向き）に停止した場合においては、フロ
ントラッチ板４０３およびリアラッチ板４０５が互いに接近すると、フロントラッチ板４
０３の角部４１３およびリアラッチ板４０５の角部４２３が、突出部１７９の外周面１８
１を押圧し、バーラッチ１３７を径方向内側に向けて押し込む。その結果、ロック状態の
バーラッチ１３７を解除状態とし、バー１０が着脱可能となる。
【００７０】
　＜変形例＞
　上記の説明においては、ハンドピース１００が駆動モータ（不図示）の駆動によりバー
１０を回転させることを説明したが、これに限定されない。バー１０を回転駆動させるも
のであれば、その構成は特に限定されず、例えば所謂タービン式のハンドピース１００に
おいても上記形態は適用可能である。
　また、上記の説明においては、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７を板
状部材として説明したが、これに限定されない。フロントラッチ板２１７およびリアラッ
チ板２５７は、それぞれ長尺状の部材であれば、円柱状、角柱状など他の形状であっても
よい。
【００７１】
　また、上記の説明においては、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７の両
者が、駆動軸方向に沿って各々移動することを説明したが、これに限定されない。フロン
トラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７のいずれか一方が、ロッキングシース２０１
の回転にともない移動することで、バーラッチ１３７を押圧する構成であってもよい。
　また、上記の説明においては、フロントラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７が、
バーラッチ１３７を押圧（操作）することを説明したが、これに限定されない。フロント
ラッチ板２１７およびリアラッチ板２５７が移動することにより、バー１０を直接保持あ
るいはこの保持を解除する構成であってもよい。
【００７２】
　また、上記の説明においては、バーラッチ１３７が突出部１７９を備えることを説明し
たが、これに限定されない。バーラッチ１３７がフロントラッチ板２１７およびリアラッ
チ板２５７に押圧されることにより、バー径方向に移動可能であれば、バーラッチ１３７
が突出部１７９を備えない構成や、バーラッチ１３７が外周面に凹部（不図示）を備える
など、他の形状であってもよい。
　また、上記の説明においては、スクリュー軸２０７をロッキングシース２０１により回
転させることを説明したが、これに限定されない。外力によりスクリュー軸２０７を回転
させる構成であれば、例えばスクリュー軸２０７から駆動軸径方向外側に延びるレバーを
設け、このレバーを操作することによりスクリュー軸２０７を回転させる構成や、モータ
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【００７３】
　さて、上記では種々の実施形態および変形例を説明したが、これらの実施形態や変形例
どうしを組み合わせて構成してももちろんよい。
　また、本開示は上記の実施形態に何ら限定されるものではなく、本開示の要旨を逸脱し
ない範囲で種々の形態で実施することができる。
【符号の説明】
【００７４】
１…歯科用切削装置、１０…バー（歯科用切削器具）、１００…ハンドピース、１０３…
回転機構、１０５…着脱機構、１３１…ロータギア、１３７…バーラッチ、２０１…ロッ
キングシース、２０３…フロントラッチ、２０５…リアラッチ、２０７…スクリュー軸、
２１７…フロントラッチ板、２５７…リアラッチ板

【図１】 【図２】
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